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市
民
に
親
し
ま
れ
る
国
有
林
を
目
指
し
て
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市
街
地
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郊
で
の
地
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と
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携
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森
林
整
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～
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国
森
林
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理
局　

香
川
森
林
管
理
事
務
所

管内概要
　香川森林管理事務所は、香川県下
一円を管轄区域とする、６市３町の
国有林約７千５百ヘクタールを管理
経営しています。
　管内国有林は、徳島県境部の讃岐
山脈に帯状に分布しているとともに、
国の特別名勝「栗

り つ り ん

林公園」に隣接し
た石

い わ せ お

清尾・室山国有林、源平合戦の
大舞台となった屋島にある屋島国有
林や、讃岐富士として有名な飯

い い の

野山
国有林など、市民や観光客が多く訪
れる景勝地と一体となり市街地中心
にも点在しています。
　このため、当所では、地域と密に
連携して、歴史・文化・観光とマッ
チしたレクリエーション・教育文化・
保健休養等の場や、優れた景観の維
持等を重視した管理経営を行ってい
ます。

香川森林管理事務所管内図

島根県

鳥取県

岡山県

広島県

山口県

愛媛県

高知県

香川県

徳島県

香川森林管理
事務所

地域の方々との森林整備

所の基礎
データ

所 在 地 香川県高松市上之町２丁目８-26
区 域 面 積  187,675ha
う ち 森 林 面 積  87,554ha
国 有 林  7,526ha

管轄区の関係市町村 ６市３町　高松市、丸亀市、坂出市、観音寺市、
さぬき市、東かがわ市、三木町、綾川町、まんのう町
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県
と
連
携
し
た
松
林
保
護
の
取
組

 　

高
松
市
の
栗り
つ
り
ん林
公
園
は
、
名
勝
庭
園
（
文
化
財
庭
園
）
の
中
で
は
日
本
一
の
広
さ
を
誇
り
、
敷
地
は
東
京
ド
ー
ム
３
・

５
個
分
の
広
さ
が
あ
り
ま
す
。（
写
真
１
）

　

ま
た
、
公
園
の
名
前
は
「
栗
林
」
で
す
が
、
そ
の
見
所
は
松
で
す
。
庭
園
内
に
は
約
１
４
０
０
本
も
の
松
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
約
１
０
０
０
本
は
３
０
０
年
に
も
わ
た
っ
て
職
人
が
手
を
加
え
続
け
て
き
た
見
事
な
枝
ぶ
り
の
手
入
れ
松
で

す
。
亀
を
思
わ
せ
る
石
組
み
の
上
に
鶴
が
舞
う
よ
う
な
形
の
「
鶴
亀
松
」
や
、
視
覚
を
遮
る
よ
う
に
植
え
ら
れ
た
「
屏

風
松
・
箱
松
」
な
ど
は
、
庭
園
を
訪
れ
る
多
く
の
市
民
や
観
光
客
か
ら
愛
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。（
写
真
２
）

　

こ
の
よ
う
な
中
、
全
国
的
に
被
害
が
発
生
し
て
い
る
松
く
い
虫
に
よ
る
松
枯
れ
被
害
は
、
香
川
県
に
お
い
て
も
深
刻

で
あ
り
、
栗
林
公
園
の
松
を
守
る
た
め
に
は
、
隣
接
す
る
国
有
林
も
含
め
、
そ
の
被
害
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

栗
林
公
園
は
市
街
地
の
中
心
部
に
あ
る
た
め
、
市
民
の
生
活
環
境
へ
の
影
響
な
ど
を
考
慮
し
、
薬
剤
が
周
囲
に
飛
散
・

流
出
し
な
い
よ
う
、
地
上
散
布
に
よ
る
地
道
な
防
除
を
中
心
に
行
っ
て
お
り
、
い
か
に
し
て
防
除
効
果
を
高
め
る
事
業

を
展
開
す
る
か
が
課
題
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
９
年
度
に
四
国
森
林
管
理
局
と
香
川
県
が
松
く
い
虫
共
同
防
除
事
業
の
実
施
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
、
毎
年
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
連
携
し
た
共
同
防
除
（
地
上
散
布
）
を
推
進
し
、
松
枯
れ
被
害
を
最
小
限
に
く

い
止
め
る
よ
う
協
力
し
て
松
林
保
護
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。（
写
真
３
）

　

今
後
も
、
特
別
名

勝
「
栗
林
公
園
」
と
、

隣
接
す
る
国
有
林
の

松
林
を
後
世
に
残
し

て
い
く
た
め
、
継
続

し
て
県
と
連
携
し
た

取
組
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

鶴亀松2

地上散布の様子3

栗林公園1

絡んだつるの取り除き

市
民
参
加
に
よ
る
森
林
整
備

 　

高
松
市
の
屋
島
一
帯
は
、
標
高
約
３
０
０
メ
ー
ト
ル
の
テ
ー
ブ
ル
マ
ウ
ン
テ

ン
状
の
山
上
部
に
四
国
霊
場
八
十
八
箇
所
第
八
十
四
番
札
所
の
屋
島
寺
な
ど
の

観
光
名
所
が
あ
る
と
と
も
に
、
瀬
戸
内
海
や
市
街
地
を
見
下
ろ
す
眺
め
が
大
変

素
晴
ら
し
い
県
内
屈
指
の
観
光
地
で
あ
り
、そ
の
森
林
の
大
半
が
国
有
林
で
す
。

こ
の
地
域
で
は
、
国
有
林
へ
の
関
心
が
高
く
、
屋
島
周
辺
の
国
有
林
は
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
と
し
て
地
域
や
市
民
の
皆
様
に
広
く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
に
は
、
そ
れ
ま
で
果
樹
園
と
し
て
地
元
で
利
用
さ
れ
て
い
た
国

有
林
を
再
生
す
る
た
め
、地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
や
ク
ヌ
ギ
、

イ
ロ
ハ
カ
エ
デ
な
ど
四
季
を
通
じ
て
楽
し
め
る
樹
種
の
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
森
林
は
、
屋
島
一
帯
が
平
安
時
代
に
源
氏
と
平
氏
に
よ
る
戦
い
の
大

き
な
舞
台
に
な
っ
た
こ
と
に
ち
な
み
「
源
平
屋
島
の
森
」
と
命
名
さ
れ
、毎
年
、

地
元
自
治
会
や
小
学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
森

林
整
備
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
も
、
こ
れ
ま
で
は
、
下
草
刈
り
や
つ
る
切
り
を
中
心
と
し
た
整
備

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
林
内
環
境
を
良
く
す
る
た
め
に
不
要
な
枝

の
切
除
や
剪
定
、
絡
ん
だ
つ
る
の
取
り
除
き
等
の
整
備
を
行
い
、
植
樹
か
ら
10

年
経
過
し
た
木
々
は
順

調
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

（
写
真
４
）

　

こ
の
よ
う
に
当
所
で

は
、
市
街
地
に
点
在
す

る
国
有
林
に
つ
い
て
は
、

特
に
地
域
の
方
と
連
携
・

協
力
し
た
管
理
経
営
を

推
進
し
て
い
く
と
と
も

に
、
地
域
住
民
だ
け
で

な
く
観
光
客
も
足
を
運

び
た
く
な
る
よ
う
な
国

有
林
を
目
指
す
取
組
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
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